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※一面式…演壇に向かって、卒業生、在校生、保護者の順に同じ方向で配席する形式のこと。用語解説

格
を
取
得
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。

答　
妊
娠
、
出
産
期
の
切
れ
目
な
い
支

援
は
、
主
に
親
子
の
愛
着
形
成
を
促
す

こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
が
、
担
い

手
と
な
る
専
門
職
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
る
た
め
、
親
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
資
格

の
取
得
に
つ
い
て
、
今
後
、
調
査
・
研

究
を
進
め
て
い
く
。

と
が
で
き
な
い
か
。

答　
一
般
廃
棄
物
の
処
理
責
任
に
つ
い

て
は
、
家
庭
系
ご
み
は
自
治
体
が
、
事

業
系
ご
み
は
排
出
し
た
事
業
者
が
自
ら

の
責
任
で
処
理
す
る
こ
と
が
法
律
や
条

例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

要
望　
福
祉
関
係
の
事
業
者
は
経
営
が

大
変
厳
し
い
た
め
、
施
設
か
ら
出
る
事

業
系
ご
み
を
家
庭
系
ご
み
に
組
み
入
れ

る
こ
と
を
ぜ
ひ
検
討
し
て
ほ
し
い
。

答　
①
ふ
た
が
で
き
る
よ
う
な
ホ
ー
ル

カ
ッ
プ
を
６
カ
所
程
度
、
常
設
す
る
。

②
新
東
名
高
速
道
路
の
高
架
下
、
民
間

ゴ
ル
フ
場
の
空
き
コ
ー
ス
、
栃
窪
ス
ポ

ー
ツ
広
場
な
ど
再
度
研
究
す
る
。

要
望　
最
低
９
ホ
ー
ル
が
基
本
で
あ
る

た
め
、
ぜ
ひ
検
討
し
て
ほ
し
い
。

所
な
ど
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特

定
の
保
育
所
な
ど
を
希
望
し
、
保
護
者

の
私
的
な
理
由
に
よ
り
待
機
し
て
い
る

場
合
に
は
待
機
児
童
に
は
含
め
な
い
と

す
る
、
厚
生
労
働
省
の
定
義
を
採
用
し

た
も
の
で
あ
る
。

問　
本
市
は
、
毎
年
度
末
に
な
る
と
待

機
児
童
の
数
が
３
桁
に
も
な
っ
て
い
る

が
、
平
成
28
年
度
末
の
待
機
児
童
の
予

測
人
数
は
何
人
か
。

答　
年
度
末
の
待
機
児
童
の
数
は
、
年

度
途
中
で
の
育
児
休
暇
や
職
場
復
帰
、

出
産
、
新
た
な
就
労
な
ど
に
よ
り
、
予

測
は
難
し
い
。

要
望　
本
市
の
特
徴
は
、
４
駅
に
沿
っ

て
街
が
で
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例

え
ば
、
鶴
巻
地
区
の
人
が
子
ど
も
を
西

地
区
の
保
育
所
な
ど
に
預
け
る
と
い
う

の
は
考
え
難
い
。
ま
た
、
カ
ウ
ン
ト
方

式
を
変
え
て
待
機
児
童
を
ゼ
ロ
と
す
る

の
で
は
意
味
が
な
い
。
近
年
、
出
産
・

育
児
期
で
の
就
労
希
望
も
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
通
年
の
待
機
児
童
ゼ
ロ

を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
つ
り
実
行
委
員
会
な
ど
で
協
議
す
る
。

要
望　
イ
ベ
ン
ト
が
大
き
く
変
わ
る
時

は
、
議
会
に
決
定
事
項
を
伝
え
る
だ
け

で
な
く
、
中
間
報
告
な
ど
を
す
る
よ
う
、

強
く
要
望
す
る
。

二　
小
・
中
学
校
等
の
入
学
式
・
卒
業

式
に
つ
い
て

問　
東
京
都
の
よ
う
に
、
卒
業
式
、
入

学
式
の
形
式
を
※
一
面
式
に
統
一
す
る

な
ど
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
式
の
形
式
は
、
各
学
校
の
主
体
性

を
尊
重
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
が
、
学

習
指
導
要
領
で
定
め
ら
れ
て
い
る
儀
式

的
行
事
の
現
状
に
つ
い
て
、
教
育
委
員

会
会
議
で
取
り
上
げ
て
い
く
。

三　
親
学
に
つ
い
て

問　
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
行
う
、

母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
の

専
門
職
に
、
親
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資

承
認
を
受
け
て
い
る
店
舗
に
は
、
秦
野

名
水
の
の
ぼ
り
旗
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
ス
テ

ッ
カ
ー
を
配
布
し
、
名
水
に
よ
る
商
品

や
製
品
の
価
値
を
高
め
る
と
と
も
に
、

全
国
に
秦
野
名
水
を
強
く
印
象
付
け
て

い
き
た
い
。

問　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
製
造
工
場
を
市
内

に
設
置
し
、
﹁
お
い
し
い
秦
野
の
水
﹂

を
製
造
し
て
は
ど
う
か
。

答　
工
場
設
備
へ
の
投
資
や
用
地
確
保
、

さ
ら
に
衛
生
設
備
、
配
送
施
設
な
ど
を

含
め
る
と
、
ト
ー
タ
ル
で
は
高
額
な
投

資
と
な
り
、
市
内
で
の
設
置
は
困
難
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

二　
ご
み
処
理
基
本
計
画
に
つ
い
て

問　
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
高
齢
者
施
設

か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
を
事
業
系
ご
み

と
せ
ず
、
家
庭
系
ご
み
と
し
て
扱
う
こ

民　
政　
会　
　
　
阿
蘇　
佳
一

一　
選
択
す
る
未
来
に
つ
い
て

問　
①
35
億
４
７
８
０
万
円
の
補
助
金

が
投
入
さ
れ
る
秦
野
赤
十
字
病
院
の
分

娩
再
開
は
、
②
新
築
移
転
に
関
す
る
協

定
書
の
締
結
が
、
９
月
ま
で
延
長
の
八

木
病
院
の
産
婦
人
科
開
設
は
、
ど
う
か
。

答　
①
関
係
機
関
と
連
携
強
化
を
よ
り

一
層
図
り
、
分
娩
を
中
心
と
し
た
改
善

を
引
き
出
し
た
い
。
②
メ
ー
ン
バ
ン
ク

の
一
つ
が
調
整
に
時
間
を
要
し
て
い
る

が
、
平
成
29
年
中
の
開
設
を
目
指
す
。

二　
熊
本
地
震
の
教
訓
に
つ
い
て

問　
①
多
く
の
人
が
利
用
す
る
建
築
物

お
よ
び
住
宅
の
耐
震
化
の
現
状
は
、
②

崖
崩
れ
の
対
策
工
事
は
、
③
防
災
マ
ッ

プ
の
作
成
は
、
④
テ
ン
ト
の
備
蓄
は
、

⑤
感
電
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
は
ど
う
か
。

答　
①
本
庁
舎
お
よ
び
消
防
団
車
庫
４

棟
が
耐
震
化
さ
れ
て
い
な
い
、
住
宅
の

耐
震
化
率
は
85
％
。
②
19
カ
所
の
う
ち

14
カ
所
が
完
了
、
４
カ
所
が
工
事
施
工

中
。
③
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
該
当
す

る
１
３
０
の
自
治
会
に
依
頼
し
て
い
る
。

④
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
テ
ン
ト
の

備
蓄
な
ど
に
備
え
る
。
⑤
火
災
予
防
活

動
の
中
で
普
及
・
啓
発
に
努
め
る
。

三　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に
つ
い
て

問　
①
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
の
陸
上
競

技
場
周
辺
へ
の
入
門
的
な
コ
ー
ス
は
、

②
本
格
的
な
コ
ー
ス
は
、
ど
う
か
。

創
秦
ク
ラ
ブ　
　
　
加
藤　
　
剛

一　
教
育
施
策
に
つ
い
て

問　
本
市
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
現
在
の
状
況
や
今
後
の
展

開
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
28
年
６
月
１
日
付
で
西
中
学

校
を
指
定
し
た
。
歴
史
、
風
土
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
秦
野
市
ら
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
づ
く
り
を
し
た
い
。

要
望　
先
進
校
で
は
、
特
色
あ
る
授
業

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
広
く
調
査
の
上
、

効
率
よ
く
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

二　
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
に
つ
い
て

問　
観
光
、
防
災
、
教
育
の
観
点
か
ら
、

整
備
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
各

部
署
間
で
連
携
は
取
れ
て
い
る
の
か
。

答　
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
に
お
い
て
、
整

備
推
進
を
図
っ
て
い
る
。
関
係
部
署
が

連
携
し
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

民　
政　
会　
　
　
八
尋　
伸
二

一　
待
機
児
童
に
つ
い
て

問　
平
成
27
年
４
月
の
待
機
児
童
は
51

人
で
、
28
年
３
月
時
点
で
は
﹁
し
ぶ
さ

わ
こ
ど
も
園
が
完
成
し
て
も
待
機
児
童

は
ゼ
ロ
に
な
ら
な
い
。
﹂
と
の
予
測
が

な
さ
れ
て
い
た
が
、
５
月
に
行
わ
れ
た

市
長
定
例
記
者
会
見
で
は
、
カ
ウ
ン
ト

方
式
を
変
え
た
こ
と
に
よ
り
４
月
時
点

で
の
待
機
児
童
数
は
ゼ
ロ
と
の
発
表
が

な
さ
れ
た
。
そ
の
カ
ウ
ン
ト
方
式
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
県
内
19
市
中
11
市
が
採
用
し
て
い

る
方
式
で
、
他
に
も
利
用
可
能
な
保
育

自
民
・
新
政　
　
　
小
菅　
基
司

一　
秦
野
丹
沢
ま
つ
り
と
観
光
振
興
に

つ
い
て

問　
米
倉
丹
後
守
子
供
大
名
行
列
の
廃

止
や
開
催
日
数
の
縮
小
な
ど
の
変
更
点

を
、
ど
の
よ
う
に
検
証
し
て
い
く
の
か
。

答　
参
加
者
や
関
係
者
な
ど
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
結

果
を
基
に
検
証
し
な
が
ら
、
秦
野
丹
沢

創
秦
ク
ラ
ブ　
　
　
相
原　
　
學

一　
秦
野
名
水
の
利
活
用
に
つ
い
て

問　
環
境
省
﹁
名
水
百
選
﹂
選
抜
総
選

挙
に
お
い
て
、
﹁
お
い
し
い
秦
野
の

水
﹂
が
、
お
い
し
さ
が
す
ば
ら
し
い
名

水
部
門
で
全
国
１
位
を
獲
得
し
た
が
、

秦
野
名
水
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
の
た
め
、

今
後
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
展
開
し
て

い
く
の
か
。

答　
秦
野
名
水
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用

熊
本
地
震
の
教
訓
を
糧
に
前
へ

全
国
１
位
と
な
っ
た
秦
野
名
水
「
お
い
し
い
秦
野
の
水
〜

丹
沢
の
雫
〜
」
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
製
造
工
場
を
市
内
に

日
本
一
お
い
し
い
秦
野
の
水
の

Ｐ
Ｒ
は
待
っ
た
な
し

方
式
変
更
で
待
機
児
童
ゼ
ロ
で
は

意
味
が
な
い

秦
野
丹
沢
ま
つ
り
の
課
題
検
証
を

分娩業務が休止している秦野赤十字病院

廃止された米倉丹後守子供大名行列

秦野名水のブランド力向上を
（写真は秦野名水ロゴマーク）

日本一に輝いた
「おいしい秦野の水～丹沢の雫～」

通年での待機児童ゼロを目標に

意
見　
同
じ
目
的
に
向
か
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
横
断
的
な
情
報
交
換

が
十
分
で
な
い
。
非
効
率
な
進
め
方
に

な
ら
ぬ
よ
う
、
部
会
の
設
置
を
求
め
る
。

三　
地
方
版
総
合
戦
略
の
推
進
に
つ
い

て問　
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、

お
い
し
い
秦
野
の
水
の
Ｐ
Ｒ
は
待
っ
た

な
し
。
今
後
の
戦
略
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
横
断
幕
設
置
の
ほ
か
、
全
国
に
向

け
た
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

要
望　
本
市
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
水
と
山
。

お
い
し
い
秦
野
の
水
を
継
続
的
に
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
、
影
響
力
の
あ
る
企
業
と
の

提
携
を
視
野
に
入
れ
、
山
に
関
し
て
は
、

国
民
の
祝
日
﹁
山
の
日
﹂
を
﹁
秦
野
の

日
﹂
と
、
と
ら
え
る
く
ら
い
の
仕
掛
け

で
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
。
共
に
話
題
が
風

化
す
る
ま
で
数
カ
月
の
勝
負
で
あ
る
。

　秦野市議会では、平成28年5月24日
（火）に市内小田急線４駅において、熊本
地震義援金の募金活動を実施しました。
　多くの皆様の御協力で、94,450円の義
援金が集まり、熊本県に送金しました。
　被災地の1日も早い復旧・復興をお祈り
いたします。

自助・共助の呼びかけと
熊本地震義援金募金活動を実施

　一般質問は、６月１７日、２０日および２１日
の３日間、１８人の議員によって行われました。
　質問は、教育や災害対策に関するものをは
じめ、市政全般にわたり、活発な議論が展開
されました。一般質問は、３面、６面、７面に
も掲載されています。
（質問者の文責により、質問と答弁の要旨を
掲載）

一 般 質 問

…「自民党・新政クラブ」は、略称として「自民・新政」と表記しています。
…６月定例会中に所属していた会派で表記しています。会派の表記ついて


